2009/06/12
北九州角打ち文化研究会　赤尾

折尾角打ち巡り

先日行った角打ち巡りについて報告します。
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· 日　　時
平成21年６月６日（土）16：00 ～
· 場　　所
北九州市八幡西区折尾方面
· 参加人数
23名
· 行　　程
【折尾まつり】
当日の天気は曇り。日中でも少し肌寒い。午後４時、待ち合わせ場所の「折尾まつり」の会場（折尾西公園）はたくさんの人でにぎわっている。あらかた参加メンバーが揃ったところで、初対面のメンバーとあいさつを交わす。
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早速、会場内で折尾の地域通貨『オリオン』を買い求め、各自好きな飲物を注文した。ちなみに、950円で1,000オリオン（100オリオン＝100円）と交換できる。詳しくは、ホームページ（http://www.orio.ne.jp/orion/）。
まずは折尾まつりの目玉「国際屋台村」へ。ここでは、チヂミ、キムチなどの朝鮮料理、肉まん、餃子などの中国料理のほか、モンゴル料理、ハンガリー料理など、おいしい各国料理を肴にビールを飲んだ。途中、ロールケーキのイベント帰りに参加した博多のＴさんがおいしいロールケーキを差し入れしてくれた。当日「６月６日」は、「ロールケーキの日（http://www.kokura-kurukuru.com/）」でもあった。

午後５時、いよいよこの日１番目の見どころ「沖縄エイサー」が始まる。期待どおりの大迫力とパフォーマンス。参加メンバーにも満足してもらえたようす。私は、本場のエイサーを知っているが、折尾のエイサーは本場に勝るとも劣らないものだった。さすが、沖縄県人（ウチナーンチュ）の誇りと魂は凄い。エイサーの舞台が最高潮に達し、出演者と観客が入り乱れて「カチャーシー」を楽しそうに踊っていたのが印象的だった。
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【ウォーキング】
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折尾西公園から徒歩で折尾駅まで向かう。当日のガイドは、工学博士のＩさん。Ｉさんにはその場で初めてルートを知らせ、あとは自由に案内してもらうことにした。さすがは専門家、ユーモアあるウンチクに参加メンバーも大満足。
まずは、「三好徳松邸跡」「三好鉱業幹部用社宅」を巡った。ガイドの話は「三好徳松」の「三好鉱業」から「鮎川義介」の「日本炭礦」「戸畑鋳物」へ。さらには「戸畑鋳物」をルーツとする「日産自動車」「日立製作所」にまで話が展開した。ここまできたら、もうどうにも止まらない･･･。
次は、「八幡町踏切」にある謎の物体（写真参照）を確認。どうして「謎」なのかはＩさんにお尋ねを。それから、将来折尾駅北口広場となる仮駅舎工事箇所を横目に通り過ぎ、駅東口高架下にある通称「通路市場（北九州市情報誌『雲のうえ』第２号参照）」を通って、オリオンプラザ第２ビル（旧西鉄電停ビル）まで来た。ここで折尾駅正面口の謎を聞く。何が「謎」なのかはＩさんにご確認を。
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つづいて、堀川が駅前広場で暗渠となる箇所に設置されている「近代化遺産の案内板」について解説を受ける。堀川及びその川沿いにある鉄道の歴史的価値は、〈運河から鉄道〉という石炭運搬（ロジスティックス）の変遷を、同じ場所で同時に確認できることにあるとのこと。
そしてついに、この日２番目の見どころ「西鉄折尾高架橋（ねじりまんぽ）」に到着。ここでは、その「ねじれ」の理由について、実際に目でみて確認した。また、この「ねじれ」の中をくぐり抜ける不思議な感覚を味わった。今回「ねじりまんぽ」の魅力を再発見して思ったのは、こうした全国的に類まれな歴史的建造物について、地域の人びとがどのように想っているのだろう、ということだった。
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あとは、宮原酒店の前を通りまだ再開していないのを確認して川沿いに出た。そして橋本食堂の休業も確認した。折尾のアイデンティティである老舗２店が開いていないのはなんだか寂しい･･･。参加メンバーは、物悲しさを引きずりながら次の目的地「鶴の湯」へ向かった。
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なお、100万人ウォーク推進委員会発行の「ウォーキングマップ」には、今回紹介したコースよりもさらに充実した折尾のウォーキングコースが載っている。
【鶴の湯】
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「鶴の湯」に到着。早速、風呂に入ることにした。女性メンバーはさっさと暖簾をくぐっていった。男性メンバーは、二手に分かれて入ることにした。銭湯の入口から伝わってくるどこか懐かしい空気が、さっきまでの愁いをすっかり晴らしてくれた。
私は後で入ることにしたので、一足先に高橋酒店へ向かった。ここまでは概ね予定どおりの行程。急ぐこともなく、かといって間延びもしていない。優秀なガイドのおかげだ。

たいした距離を歩いていないが、ひとくち目のビールがいつもよりおいしく感じた。それから小一時間は経っただろうか、ビールの本数が増えたはじめた頃、ようやく銭湯のメンバーが到着した。よほど良い湯だったのだろう。
入れ替わりで風呂に向かう。メンバーと入る風呂はなかなか楽しい。腹蔵ない話ができる。何気ない幸せを感じることができる。不思議な時間と空間だ。
風呂上り、身も心もさっぱりして酔いもさめたところで、コーヒー牛乳をがぶ飲みした。今日はこれがしたかった･･････。不思議な衝動だ。
【高橋酒店】

銭湯から戻るとずいぶん客が増えていて、すでに店先に出て立ち飲みする状態だった。これからの季節、店先の川沿いで夜風にあたりながら飲む酒は格別だ。これが風呂あがりとなれば、もう言うまでもない。
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しばらくすると、若旦那が折尾まつりから戻ってきて、大将と女将さん、若旦那の三人体制で切盛りした。
今回の角打ち巡りには、角文研のブログを見て山口県下関市から参加した方がいた。その方いわく、下関にも角打ちはあるが、最近その数が減っているとのこと。そうした中、北九州市の角打ちに興味を持ち、どうしても体験してみたいということで今回ご参加いただいた。
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また、今回は外国人の参加メンバーもいた。ウクライナ出身の彼は、ビールをチェーサーにしてウォッカを飲む酒豪であり、立ち飲みパブの文化を知っていたが、折尾の角打ちの飲み方や雰囲気、情緒をとても気に入って楽しんでくれたようだ。
市外の方も外国人も楽しめるまち北九州市･･････　あると思います。
情緒あふれるこのまちに、私たちはいつまでいることができるだろう･･････。
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